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はじめに 
 
 1991 年 12 月のソ連邦崩壊から 23 年余。 
 この間ロシアでは、急速な資本主義化と社会の再保守化のもとで、文学・文化をめぐ
る状況、研究、教育の状況も大きく変化し、短期的な利益や拙速な成果主義が偏重され
るようになった。一方で、ウクライナ戦争によりロシアは国際社会で孤立し、ロシア国
内でも民族観、国家観の違いによる深刻な対立が人々の関係を引き裂いている。また、
ジャーナリズムの統制や、宗教や国家への問題提起を含む美術作品の展示の規制等が進
み、言論の自由や文化活動が根本から揺らいでいる。そしてこれはもちろん、ロシアに
限定される問題ではない。 
 こうした困難な状況のもとで、人文学は何を追求し、その文化的・社会的使命をいか
にはたすことができるのか。本論集『文学と歴史――表象と語り――』は、人文学の現
在の一面と、その意義を示そうとするささやかな試みである。 
 
 本論集に収められた論文は、文学、歴史、演劇、美術、言語など多様な分野を扱って
いるが、どの論文も、広い意味で文化接触に関わっている点で共通性がある。 
 たとえば、以下の 3 つの論文は、日本の演出家、ソ連時代の医師、ロシア現代作家と
いう時代も活動分野も異なる人々についての研究であるが、どのテクストも、各人物の
異文化接触と、それが人生や創作にもたらした影響を考察対象としている。 
 巻頭論文である内田健介の「日本におけるスタニスラフスキー・システム受容の系譜
――小山内薫はスタニスラフスキー・システムの受容者だったのか？」は、モスクワ芸
術座のコンスタンチン・スタニスラフスキーの俳優教育法の日本における受容史を再考
する論文である。当時の資料を詳細に分析することで、スタニスラフスキーが日本の新
劇運動の中心的人物である小山内薫の稽古方法に影響を与えたという定説を否定し、ア
メリカ自然主義演劇のデヴィッド・ベラスコの影響を明示した本論は、日露文化交流史、
および日本の演劇史に新たな光を当てようとするものである。  
 アナトーリー・トプチエフによる「レーリヒ中央アジア調査団の医師の運命」は、筆
者の大伯父であり、ソ連政権下で弾圧され情報を秘匿されてきた医師コンスタンチン・
リャビーニンの生涯を記述した論文である。リャビーニンは、1877 年にウラジーミル
県で生まれ、ペテルブルクとハリコフで医学を学び、インド、中国、チベットの精神療
法を研究していた縁で 1927 年に画家ニコライ・レーリヒ率いる中央アジア調査団に医
師として同行した。しかし、レーリヒとの親交やアジアへの関心が仇となり 1930 年に
反革命の容疑で合同国家政治局に逮捕され、ソロヴェツキー諸島の収容所で 15 年間服
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役。晩年は厳重な監視のもとで小児科医として働き、1955 年、市民権を剥奪されたま
ま亡くなった。リャビーニンは、大正天皇の治療のために極秘に日本に渡った可能性も
あるという。本論は、長年非公開だった逮捕時の調書や各地に散逸した文書の地道な調
査に基づく労作であり、一人の医師の運命を通じてソ連の歴史の一面を照射すると同時
に、レーリヒ研究の貴重な資料ともなっている。 
 鴻野わか菜の「大地の作家――ウラジーミル・ナセトキン」は、ロシア現代美術作家
ナセトキンの創作全体を回顧し、ナセトキンの越境性、多文化性に着目する。ナセトキ
ンが、人類の多様な文化の共通項を模索し、人類と宇宙の関係を表現しようとする作家
であるという理解のもとに、作家の主要な主題である大地、記号、異文化への旅の意味
を考察する。 
 
 一方、以下の 3 論文は、比較文学的視点に基づいた研究である。 
 馮英華の「中国における村上春樹文学の受容」は、中国における村上作品の翻訳、研
究を概観し、村上作品における戦争・歴史の記憶、資本主義消費社会のライフスタイル
等が中国の読者にどのように受容されたかを分析しており、世界文学としての村上春樹
研究の一翼を担う論文である。 
 江馬修の作品が中国の近代作家によって翻訳・紹介され、中国の文学に影響を与えた
状況を再考した李雪の「江馬修と中国との関わりについて」も、馮論文と同様に、日本
作家の隣国での受容を考察対象とし、作家理解のための新しい視点を提案し、中国と日
本の文化交流の一側面を分析している。  
 アンナ・オースキナの「日記文学創作における主題と作者の意図――阿仏尼の『十六
夜日記』とダーシコワ公爵夫人の『手記』を例に」は、鎌倉時代の女流歌人、阿仏尼の
『うたたねの記』および『十六夜日記』と、18 世紀半ばから 19 世紀にかけてエカテリ
ーナ 2 世と親交を結び、ロシア初の女性アカデミー総裁となったエカテリーナ・ダーシ
コワ公爵夫人の『手記』を対照しながら、2 人の女性が日記において自分の「苦悩と使
命」をいかに表現しているかを分析する。日記文学の作者は、自分をどのように見せた
いと願い、誰を対象とし、なぜそれを書くのかという根本的な問題に迫る研究である。 
 
 また、以下の 2 論文は、文化接触に伴う多言語主義、バイリンガリズムを研究対象と
している。 
 ゾーヤ・エフィーモワの「継承語としてのロシア語の効果的な学習形式としてのブッ
ク・クラブ」は、バイリンガル児童の教育実践についての記録である。ロシア人文大学
で日本語を、千葉大学でロシア語を教えた経験を活かし、現在はカリフォルニア州クパ
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チーノでロシア系移民の子弟を対象としたブック・クラブを運営している筆者は、本論
において、継承語の能力を高めるための児童文学の使用方法について具体的な提案を行
っている。 
 和田オリガの「バイリンガルの児童――プラスとマイナス（ロシア語・日本語のバイ
リンガルの児童の例）」は、日本でバイリンガルの三姉妹を育てている実体験を通じて、
生育状況と言語能力の関係、発音の問題等について具体的に論考している。 
  
 また、論集の最後に収められたアンナ・グーセワの「ロシアのダーチャは生き残るの
か？ ソ連崩壊後の〈セカンド・ホーム〉開発の傾向」は、ロシアの文化・社会におい
て重要な役割を担ってきたダーチャ（別荘）の歴史とソ連崩壊後の変化を概観した論文
である。海外の事例とも比較しながらロシアのダーチャ制度を分析した本論文は、ダー
チャ制度に表れるロシア人のライフスタイルの特徴や、近年のロシア社会の変化を解明
している。 
  *   *   * 
 本論集を編集していた 2015 年冬、モスクワでは科学アカデミー付属図書館が焼失し、
中東では 2 名の日本人が命を落とした。歴史についての記憶が失われ、他者への寛容が
失われつつある閉塞的な現在の社会で、他者の言葉を理解し、人間の精神や歴史を探求
する人文学研究は、重要な意味を持っている。それは、他者への無関心や無理解から生
じる戦争や差別の対極にある営みだからである。 
 たとえば文学研究の古典的形式である一作家研究は、作家の生涯、過去の文化の継承
性、同時代の人物との影響関係、言語的特性、社会・政治・宗教・文化的背景、価値体
系などを多面的に考慮しながら、膨大な資料を分析し、他者の一語一語の意味を深く理
解しようとする研究である。日常生活において、他者の言葉を理解するためにそれと同
じ労力をかけることは難しいが、同一の言葉であってもそれを発する人間の来歴や世界
観によってその意味はまったく異なりうることを人文学の蓄積を通じて具体的に学び、
コミュニケーションの際につねに意識して臨むことは、複雑化する国際関係や政治の場
においても、人々のいっそうの相互理解を必要とする社会生活においても、重要な意味
を持っている。 
 また、外国文学・文化研究全般は、翻訳、展覧会、演劇、演奏会などの様々な形で社
会に広く還元されることで、異文化への関心を育て、国際理解と平和の礎になるはずで
ある。他国の文化を知ることは、他国の人々の表情を知ることであり、他者の痛みや喜
びを想像し、共感しうるようになることだからである。 
 文化発信や文化交流は、命に関わる問題だということが、日本でも理解されなくては
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ならない。筆者は、第 2 次チェチェン戦争期にロシアに留学し、戦争と連続爆破事件に
よって排外主義が強まりネオナチの活動が隆盛したモスクワで、様々な不都合を体験し
たが、それと同時に、日本文化を愛する実に多くの篤実な人々から温かい歓待を受けた。
それはひとえに、多数の日本文学をロシア語に翻訳し、日本の文化をロシアに伝えてき
た過去や現在のロシアの研究者、翻訳家、学芸員、作家達の地道な努力の賜物である。
政情不安な社会でこそ、文化が人々の心と命を守り、異文化に心を閉ざさない柔軟な姿
勢が人々を結びつけるのだと実感したことは、人文学研究の意義を再確認する機会とな
った。 
 もちろん、文化の多様性は、国際理解のためだけでなく、私達の生活全般の質を決定
づけるものでもある。人文学は、映画、音楽、書籍、博物館など、すでに私達の生活の
一部となっている多くのものの基盤であり、人文学研究の縮小は必然的に、将来の文化
レベルの低下、単純化をもたらす。多様な文化と世界観に触れ、それを味わうこと、歴
史や文化に学び、様々な視点を培うことは、人生に豊かさをもたらし、人生や社会の問
題を解決する方法を見いだすためにも役立つはずである。 
  *   *   * 
 末筆ながらこの場を借りて、編集の労を取ってくださった内田健介氏に深くお礼を申
し上げます。また、モスクワでアナトーリー・トプチエフ教授をご紹介下さった作家レ
オニート・チシコフ＆マリーナ・マスクヴィナー夫妻に感謝いたします。 
 本論集の掲載テクストはすべて、千葉大学文学部・人文社会科学研究科修了生、千葉
大学外国人研究者（文学部）、千葉大学教員（文学部）、千葉大学交流協定校教員、千葉
大学研究支援要員として、千葉大学に縁のある執筆者によって書かれました。本論集に
関わったすべての方々に感謝いたします。 
 
2015 年 2 月 15 日 
鴻野わか菜 
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